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１）ヒトを対象とした論文は、世界医師会総会 (World Medical Assembly）において承認された
ヘルシンキ宣言 (2013 年修正 ) の精神に則って行われた研究であること。
２）動物を用いた研究については「京都府立医科大学動物実験規程」等を遵守し、承認を得て
研究を行い、その旨本論文中に明記すること。











１　この規程は、平成 12 年 12 月から施行する。
２　この規程は、平成 21 年 1 月 9 日から施行する。
３　この規程は、平成 25 年 4 月 1 日から施行する。
４　この規程は、平成 29 年 4 月 1 日から施行する。
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